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研究成果の概要（和文）：本研究は，人工知能による「科学知」に基づく客観的な診断治療基準を活用すること
で，漢方専門医による「経験知」に基づく「証」の確定と「漢方薬処方」の決定を標準化するための「診断・治
療システム」の創生に取り組んだ.
その結果，1．「自動問診システム」による「問診」に関する情報集積と情報変換，2．「血流量等測定システ
ム」による「切診」と「匂いセンシングシステム」による「聞診」に関する情報集積と情報解析，3．情報変換
した「自動問診システム」の情報と情報解析した「血流量等測定システム」「匂いセンシングシステム」の情報
を統合し，医師用の「漢方薬処方アプリケーション」を構築した.

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to establish "evidence" based on the "experienced 
knowledge" of Chinese herbal medicine experts and standardize "herbal medicine prescriptions" by 
utilizing objective diagnostic and treatment standards based on "scientific knowledge" using 
artificial intelligence. 
As a result, 1. Accumulation and conversion of information related to "interviews" using the "
automated interview system"; 2. It has become possible to collect and analyze information regarding 
“cutting examination'' using the “blood flow measurement system” and “auscultation'' using the 
“odor sensing system''.
Furthermore, we created a "Japanese Kampo Medicine Prescription application" for doctors by 
integrating the information converted from 3. "Automatic interview system" and analysis information 
from "Blood flow measurement system" and "Odor detection system".

研究分野：東洋医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年，「ISO/TC249における漢方・鍼灸領域の国際規格策定」に関して東アジアの国際化・標準化の動きが中国
を中心として活発化している．また，世界保健機構・国際統計分類第11版（ICD-11）において，伝統医学病名と
伝統医学診断が含まれることとなり，伝統医学に関する診療状況が，世界的に共通の言語で取りまとめられる必
要に迫られている．
本システムは，機能を拡張整備することで，一般の医師よる利用が可能になると共に，世界保健機構・国際統計
分類第11版（ICD-11）に則り多言語・多人種への対応も可能になるため，東洋医学と西洋医学が連携した“統合
医療”の国際的展開に貢献する可能性を有している．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年，「ISO/TC249 における漢方・鍼灸領域の国際規格策定」に関して東アジアの国際化・標
準化の動きが中国を中心として活発化している．また，世界保健機構・国際統計分類第 11 版
（ICD-11）において，伝統医学病名と伝統医学診断が含まれることとなり，伝統医学に関する
診療状況が世界的に共通の言語で取りまとめられるという転換点を迎えている．本邦としては，
国内規格や伝統医学の実践状況を踏まえた科学的根拠に基づく“日本の漢方医学の標準”を早急
に提示し，国際規格の策定を主導することが喫緊の課題となっている．しかしながら，漢方専門
医の“証”の確定と“漢方薬処方”の決定の標準化が難しい状況にある． 
 
２．研究の目的 
申請者らは，このような状況を鑑み，人工知能による“科学知”に基づく客観的な診断治療基
準を活用することで，漢方専門医による“経験知”に則った“証”の確定と“漢方薬処方”の決
定の標準化を支援する「診断・治療支援システム」の創生を構想するに至った. 
そして，人工知能による統合解析を可能にするために，①“自動問診システム”により取得し
た「問診情報」の画像化法，②“舌画像撮影システム”により取得した「舌診画像」の特徴抽出
法を開発すると共に，③それらを人工知能（主に，ディープラーニングによる画像特徴抽出機能
を適応した）により統合解析するためのシステムを独自に開発することとした. 
 
３．研究の方法 
既に，申請者らが保有していた，①患者の主観的データである“自動問診システム”により取
得した 4538 人分の問診情報，②患者の客観的データである“舌画像撮影システム”により取得
した 86,162 枚の舌診画像を礎として，“自動問診システム”と“舌画像撮影システム”によって
集積した客観的かつ膨大な東洋医学的
医療情報を人工知能（主に，ディープラ
ーニングによる画像特徴抽出機能を適
用した）により統合解析することで，漢
方専門医が“四診（望診・聞診・問診・
切診）”と自らの“五感”を駆使して実
践している東洋医学的診断治療（患者の
病状である“証”の確定と“漢方薬処方”
の決定を行う過程）に係る診断基準の標
準化を支援するシステムを構築するこ
ととした（図１）． 
さらに，将来，本システムの機能を拡
張整備し，一般の医師による利用を可能
にすると共に，世界保健機構・国際統計
分類第 11 版（ICD-11）に則り多言語・
多人種への対応を可能とすることで，東
洋医学と西洋医学が連携した“統合医
療”の国際的展開を目指すこととした．  図１．東洋医学的医療情報の「診断・支援システム」 
 
４．研究成果 
漢方専門医が，“四診（望診・聞診・問診・切診）”と自らの“五感”を駆使して“証”の確定
と“漢方薬処方”の決定を行う過程に，人工知能による“科学知”に基づく客観的な診断治療基
準を取り入れることが可能となるように，図１の「診断・支援システム」を用いて東洋医学的医
療情報の「集積」「解析」「診断・支援システム構築」を実施した． 
具体的には，約 1700 人の患者に対する漢方専門医の処方データ（問診項目約 300）を用いて，
診断基準標準化を支援する「漢方薬処方システム」を構築した．次に，「漢方薬処方システム」
による約 5400名の患者に対する漢方薬の処方に関し，実際の漢方医による処方を比較検討した． 
研究対象は，柴胡・芍薬・枳実・甘草の生薬によって構成されている「四逆散」とした． 
「四逆散」は，体力が中くらい以上の患者の精神不安，神経症，胃炎，鼻炎，気管支炎，胃酸過
多，胆石症，過敏性腸症候群，腰痛・下肢痛など，大柴胡湯証と小柴胡湯証の中間証を目安に処
方されている．そもそも，「四逆散」の四逆とは，四肢厥逆のことを指し，陽気（気力、エネル
ギー）が内側に抑圧されこもることで，「傷寒論の小陰病篇」に“少陰病，四逆．その人あるい
は咳し，あるいは悸し，あるいは小便不利し，あるいは腹中痛み，あるいは泄利下重の者は四逆
散これを主る．”とういう記載があるように，気が四肢に十分に届かず，手足が冷たくなってい
る状態を指す．江戸時代中〜後期に於いて，漢方の名医として名を馳せた和田東郭（1744〜1803
年）は，「四逆散」を「希代の霊方たり」と称賛し，肝気鬱結（抑うつ、不安、イライラ）があ
り，肋骨の下が痛い，苦しい，みぞおちが苦しい，おなかが痛い，下痢している等といった症状
に用いていたという記録が残っている（文献 1）． 



「漢方薬処方システム」による「四逆散」の処方予測と漢方医専門医による処方との間の相関は，
図 2 に示すような結果となった． 
 

図 2．漢方専門医と漢方処方システムの相関 
 
真陽性とは，「漢方薬処方システムによる予測」と「漢方医専門医による処方」が，“処方”で
一致した場合．偽陽性とは，「漢方薬処方システムによる予測」では処方となったが，漢方専門
医は処方しなかった場合．偽陰性とは，「漢方薬処方システムによる予測」では処方しないとな
ったが，漢方専門医は処方した場合．真陰性とは，「漢方薬処方システムによる予測」と「漢方
医専門医による処方」が，“処方しない”で一致した場合．を意味しており，「漢方薬処方システ
ム」の処方予測の正解率は，0.95 という結果であった． 
しかしながら，「漢方薬処方システム」がどの程度まで正しく漢方専門医の処方を予測できてい
たのかを示す適合率は，0.39であった． 
この結果より，「漢方薬処方システム」に客観的かつ膨大な東洋医学的医療情報を統合すること
で（図 1），漢方薬処方の正確性を向上させることができるものと思われる． 
ところで，漢方専門医が，胸脇部や心下部の脹満の程度により虚実を決定し使い分けている処
方群は，精神不安・神経症などの“うつ病”が該当し，「柴胡（さいこ」と「黄芩（おうごん）」
の二味を主薬とする柴胡剤が適用されている．上述したように，四逆散の構成生薬は，柴胡・芍
薬・枳実・甘草の 4味で黄芩が含まれていないにも関わらず，柴胡剤に分類されており，以下に
示す体力の程度を指標に処方されている（文献 2）． 
 
（実証）：大柴胡湯＞柴胡加竜骨牡蛎湯＞四逆散＞小柴胡湯＞柴胡桂枝乾姜湯：（虚証） 
 
当初の目的である，人工知能による“科学知”に基づく客観的な診断治
療基準を活用することで，漢方専門医による“経験知”に則った“証”
の確定と“漢方薬処方”の決定の標準化を支援する「診断・治療支援シ
ステム」に関しては，一般医が日常の診療の際，簡便に活用できること
を意図してスマートフォン用のアプリケーションを開発した（図３）． 
 
「四逆散」を含む柴胡剤の対象疾患の一つである“うつ病”は，厚生労
働省における自殺対策に於ける最重要課題である．しかしながら，“うつ
病”に対する先入観による偏見が根強く残っているため，医療機関への
受診が妨げられている．また，薬物療法における治癒率（約 50%）など，
克服すべき課題が山積しているのが現状である． 
したがって，「漢方薬処方システム」を用いた「診断・治療システム」
をより精度の高いものに改善すると共に，世界の一般医に向けた利活用
を図ることによって，“うつ病”等の早期診断と早期治療の実現をが可能
となり，一人でも多くの患者さんに福音をもたらすことができるものと
確信している． 

図３．スマフォ用アプリ 
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